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3.事例紹介（8）島根県浜田市 

 

2種類の相談員による丁寧な情報提供・サポート体制 

I 浜田市の取り組みの特長・ポイントー 	
× 

◆暮らしや仕事は「定住相談員」、住まいは「空き家バンク相談員」、2人の専任相談員が連携して、移

住希望者ノ＼の対応にあたっている。 

◆定住相談員の取り組みや経験を生かし、「移住のトリセツ～はまだ暮らしのはじめ方～」をホーム

ページ上に整備。7つのステップで、何を考え、誰に相談し、解決していくと移住が実現するか、必 

要な情報へのリンクとともに分かりやすく解説。 
	 ノ 

‘分類 	
ノーー 

移住関心層ノ＼の広報 	 ／ 
ブ 

情報収集 
	

.J 

仕事 	 【移件関心層への広報・情報収集】 

「はまだ暮らし」として具体的な浜田市での暮らしのイメージ、移住 

決断 	 までのステップを分解して丁寧に解説、対面・オンライン含め、様々 

心理面住まい生活含i1-！レで情報収集相談可能な環境を整備。 

定住相談員が移住者向けに独自に開拓したインターンを実施。 

【住まい・生活】 

全体 定住相談員と別に、住まい探しのために空き家バンク相談員を設 

置し、きめ細かいサポートを実施。 

移住定住施策の取り組み体制 

●主管課 

・定住関係人口推進課移住定住係 5人（課・係＋定住相談員・空き家バンク相談員） 

●協力体制 

・庁内：農業、子育て支援の関係課等と連携 

・庁外：島根県、ふるさと島根定住財団、就職サポートセンター島根、NPO法人等と連携。 

●現在の体制に至るまでの経緯等 

・空き家バンク相談員・定住相談員は、5-6年前から専任で行っている。浜田市は空き家バンク

登録物件が多いこと、移住施策は息が長い取り組みであり、長期間きめ細かい対応が求められ

ることから、専任でのサポートが必要となり、現在、2人の相談員であたっている。 
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3.事例紹介（8）島根県浜田市 

関心を持ってもらうため、関心を持った人への情報提供のための取り組み 

①移住関心層ノ＼の広報 

●「はまだ暮らし」のコンセプトを複数の移住者像とともに提案（下図）、ホームページノSNS等での発

信、独自のPRイベントも実施している。 

●集客力・経費の両面から、（公財）ふるさと島根定住財団の移住促進イベントを積極的に活用。今年

度は、（公財）ふるさと島根定住財団としてオンラインでの移住イベントが実施され参加した。 

●[SNS]LINE、 Facebookを活用 

ー LINE：月1-3回配信、緩やかな関係を形成するツールとして、関係人口と一緒に、浜田市ノ＼の

関心・関係を持ち続けられるよう働きかけ。 

ー Facebook: LINEでの配信情報の他、空き家バンクの更新時にもお知らせをアップ。 

図：はまだぐらしのパンフレツト 
出所：浜田市ホームページ 
https://www.city.hamada.shimane.jp/www/contents/1  58095441 8252/index.htmL 

②情報収集段階 

●定住相談員等の糸鰍値にもとづき、「はまだ暮らしのトリセツ」として情報収集から実際の移住までを7 
ステップに分解、簡潔に解説。各ステップでの相談先・補助も、1つのホームページに集約している。 

STEP、 
1 	/ 

STEP、 
2 / 

STEP 
s 

STE八 
4 / 

STE八 
6 / 

STEP 
7 

家藍に 	調ノくる 	浜田市に 	訪れるu 	検討可る. 	引コ越百 	あいさつ可る． 

相織可る. 	 相酬可る． 

Step3相談するl 

	
Step6引っ越し準備 

相談先、仕事．住まい探 	 ~  
し、いずれも

複数箇所を案内 

' 	' 

仕事や住きいを探して 
	 ' 

	

引っ越しをしきしょう 
	

1 

善住を史，しに 
や住まい皿し、引 H 	 I 三 
月っていま，．晦ほフロセスかlに、 品入乞
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ま’にこ相’くにさい， 

吐’きかし 

	」I、ローりー押くらし春ね . 誉男な戸 

」空器rl“  雇用促遭住宅 公営住宅 

図：はまだ暮らしのトリセツ 
出所：浜田市ホームページ 
https://www.city.hamada.shimane.jp/www/contents/1  58095441 8252/index.htmL 
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新規就農に！」と、要な農機具・施設等

の初期投貴を補助する支援制度があ

ります。 

また、タイミング次第でソ、ウスを借

りられることもあります。 

・自営就農開始支援事業 

施設整備等費用のU3助成 ノノノ 

周辺環境 

【生活インフラ】 

・各地域に公立小中学校あり 

・市内に総合,丙院あり 

【アクセス】 

・広島市街まで車で90分 

・大阪まで直通の高速バスあり 

・萩・石見空港まで車で40分 

3.事例紹介（8）島根県浜田市 

具体的な検討を始めた人への「仕事」「住まい・生活」「心理面」でのサポート

③仕事 

●ハローワークの求人、「くらしまねっと」の求人情報をもとに紹介する他、定住相談員が地元企業を

訪間し、潜在的な求人希望を汲み取り、移住希望者とマツチングする「浜田deしごと合宿インター 

ンシップ事業」を行っている。 

●企業を訪問して得られた「UIターン者で、こういう人に来てほしい」という情報をもとに、移住希望

者ノ＼紹介できる仕事の選択肢の幅を広げている。移住希望者の代わりに企業を回って移住希望者

をアピールすることもある。 

   

 

観光をしごとにしよう 石王観光株式 

会社 

中止決定 【観光業】募集旅
行の企画、添乗に触れてみよ

つ 

1/22（終） 

従業員が幸せになれる会社づくり目指 

すマルハマ食品株式会社 

中止決定 【食品製造業】お
客様に安全を提供できる食品
づくりの仕事を知ろう 

多数開催※実施詳細はクリック 

図：浜田deしごと合宿インターンシップ事業のホームページ 
出所：浜田市仕事体験予約サイト 
https://www.hamadataiken.jp/categories/5d759c3  56c6f63036c7601 00 

●最終的なマツチングでは「インターンシップ事業」として、移住希望者が地元企業経営者から話を聞

いたり、プログラムに参加したりして、就職を決める。 

●企業からも「移住希望者から浜田市の移住定住施策について聞かれた時に答えられるように」と、 

質問がある等、企業も巻きこんで、地域みんなで移住希望者の支援を行っている。 

浜田市就農・生活パッケージ 

●浜田市内での就農を考えている人が、地元の先進的な実践農業者のもとで経験を積める農業研修

制度。希望する就農形態別の就農・生活支援のパッケージが整備されている。主な移住・就農支援

は以下の通りであり、この他、研修期間中の家賃補助・研修棟も整備されている。 

  

“ 犀誓血 ~ 

 

施設・機械 研修・就農補助 

  

    

就

農
支
援
 
移
住
支

援
 

研修時（3ケ月～3年）、就農後 

（最大5年）に必要な経費を助成す

る制度があります。 

・ふるさと農業研修生育成事業

研修中 180万！年最大1年間 

・農業次世代人材投資事業
就農後 150万ノ年最大5年間ノ 

住居 

空き屋バンク登録物件の紹

介、移住後の住宅確保をサ

ポ トしますロ改修費などの

支援制度がありますロ 

・空き家改修費の2/3助成 

（上限50万円） 

研修中や雇用で働きながら、地域

の空き農地を探しますロ 

空き農地の確保をサポートチーム

で支援します。 

・浜田市就農パッケージHPで、空き

農地を紹介しています。 

	ノ 

子育て支援制度 

・保育料負担軽減措置 

一保育所保育料を国基準の6割

以下に設定 

・児童医療費助成 

一小学校就学前まで 無料 

一中学生まで】医療費軽減あり 

ノ 

図：主な移住・就農支援メニユー 
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研修① 
(3か月～1年） 

島根県立農林大学校 
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3.事例紹介（8）島根県浜田市 

●就農希望者の希望する農業の形態や考えについてヒアリングし、現地見学で様々な作物に触れ、研

修先の候補を絞ったら、2-3日程度の短期研修を経て、本格的な研修に入る。 

農林大学校を活用した自営就農パターン 

■浜田市ふるさと農業研修生育成事業（ 3 か月～1年）を活用し、先進農家のもとで

農業の研修を行い、その後、農林大学校で専門的な研修を受けることができます。 

「 《研修科目》 
~ 農業機械演習 土壌肥料 fケテイング概論 

L 農業経営学農業簿記 各種専門科目 等 

図ふるさと農業研修生～自営・独立までの流れ（自営就農パターンの例） 
出所：浜田市農林業支援センター提供 

④住まい・生活 

空き家バンク 

●空き家バンクの登録は、一昨年80件、昨年70件、今年も同水準、市内転居も含めると毎年の成約

率は約8O%、UIターンが約1/3程度を占める。 

ー 約2:1の比率で売買・賃貸両方の物件があり、賃貸を希望する傾向にある若い移住希望者に対

しても、空き家バンクからマツチングできる。 

ー登録物件の件数・多様性とともに、成約率が高いため、地域の一般的な不動産検索サイトとして

機能していることも一因である。 

ー 改修助成に上限30万円（UIターン者・市内在住者でも40歳未満なら50万円）の優遇を活用し

て、空き家バンクで取得した住宅を改修して住む人も多い。 

'1貸物件 	 売買物件 

■図 ■圏 馴． 園■ 
図浜田市空き家バンクのホームページ 

出所：浜田市空き家バンクのホームページ 
http://www.hamada-akiya.com/index.htmL?  PHPSESSID=e8d86f949 52d8790dc940cfc2526f44d 

⑤心理面のサポート・⑥決断する段階 
●最終的には、個別相談対応になるので、相談員が丁寧に対応する。 

●―般的には、仕事が決まってないのに住まいを探そう・・・とはならないので、仕事場を決めることを

優先する。希望を聞き、浜田市に足を運んでもらい、地域性を知ってもらい、教育関係・買いもの等

行ってみたい所を見ていただきながら、仕事を決めていってもらうことで、最終的に決断できる状

況になる。 
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定住相談員（宇川さん・相談員歴3年） 

Q：普段、どのように移住希望者からの相談を受け

ていますか？ 

A：まずは聞き取りをして、仕事・住まい探し等、 

具体的な検討のプロセスで役立つ補助制度や

プログラムの情報を案内します。その後、希望が

あれば仕事のマツチングを支援します。仕事が

決まり、住まいを探す段階になったら、空き家

バンク相談員に引き継ぎます。 

Q：どんな移住者・希望者が多いですか？ 

A：移住者は何かしら浜田市に縁がある人が多い

です。最近は、感染症が収束したら本格的に

検討したいと仰る人も結構いらっしゃいます。 

3.事例紹介（8）島根県浜田市 

その他の特徴のある取り組みについて 

定住相談員と空き家バンク相談員が、情報提供から決断までを連携サポート 

●浜田市への移住に興味を持って情報収集する段階から決断に至る流れを、具体的にどのようにサ

ポートしているのか、相談員にインタビューしました。 

図：定住相談員：宇川さん 
出所：浜田市提供 

空き家バンク相談員（大草さん・相談員歴5年） 

Q：浜田市の空き家バンクは、移住者とのマツチング例も

多いと聞きましたが、強みは何でしょうか？ 

A：登録件数の多さ、物件の幅広さ、成約率の高さを

兼ね備えていることです。空き家バンクの存在が、 

地域で十分に認知され、普段から活用されている

ため、住民や不動産会社からも空き家バンクへ、 

様々な持ち込み・紹介があり、ますますマツチング

が進みやすくなります。 

Q：空き家バンクの利用者は移住者希望者に限らず 

様々な人がいると思いますが、移住希望者への 
I.T.きつ、誉γVでゲー少y’。、でJYI7'-'-叩”二、マ 	図：空き家バンク相談員：大草さん 
対応で、特に気をつけていることはありますか？ 

A：移住希望者は、土地勘がない場合も多いため、ホームページに掲載されている物件の条件だけ

で決断しないよう、周辺環境・職場・暮らし方等との関係についてアドバイスしています。 

現地を見て確認してもらうことも大切です。写真には、虫までは写りませんからね。 

図：空き家バンク相談員：大草さん 
出所：浜田市提供 
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図：オンラインツアーのチラシ 
出所：浜田市提供 

三伊 
図オンラインツアー時の様子 

出所：浜田市提供 

●報料覇岸紹介 

，群誠卑」引サービス 国 

サ空き誠バンク 

昇地域おこし副］隊 
小．門相講骨付日 

‘庫物の日黙や立北 

●掃相で働く 

ワー,＆ライフゾーン 

●地域づくり 什巷井の先‘ 

廿産業体騒 ‘交避費助呪 ●お試し善らL 鵬ン素‘む部活 甘地城での操求学胃 
廿しま1コ斡りし 

3.事例紹介（8）島根県浜田市 

新しい取り組み、感染症影響下での挑戦等 

Zoomでの魅力発見オンラインツアーの試み 

●参加者10名、浜田市で活躍する人、U・Iターンの人に話をして

もらった。もともとは浜田市まで来てもらって、職場・観光地等

を紹介していたものを、オンラインで開催。所要時間90分。 

●【メリット】現地訪問に比べると、移動がない分、所要時間が短

くなり、どこからでも気軽に参加し、情報を仕入れられる。参加

者は、地元の協力者のユニークな人柄を楽しみつつ、じっくりと

話を聞けて、暮らしぶり・生活感は確認できたようだった。 

●【デメリット・課題】まち並みや空気感等を実感する機会として

は不十分だった。仕事や企業の話が、時間内に十分にできな

かったので、オンライン・短時間での実施の場合の時間配分に

ついては今後の改善が必要。 

（公財）ふるさと島根定住財団が開催したオンライン移住 	，一 ‘、‘ 

イベンH2回） 	 「 ’  "1 
●2020年10月・11月に開催された、（公財）ふるさと島根定住 ―ー 

財団主催のオンライン移住イベントに浜田市も参加し、特設サイ 図オンラインツアー時＠1妊一 

海硫議廓、相絵、企案のi言テi議瓦石菰ii力 	 出所浜田市提供 
化を推進している高校がプースを出す等した。 

●参加者が市町村のページに入ると、オンラインで話せる形になっていた。県内でも松江市・出雲市等

有名な市町村への相談が多くなりがちだが、ふるさと島根定住財団の方が、市町村と移住希望者

の間に入って振り分けてくれて、それなりに相談もあった。 

●オンラインでは、通常だとかかる旅費・時間がかからないため、普段のフェアでは滅多に会えない北

海道の人等、色々な地域からの参加があるのが良かった。 

〔 
バーチヤ Jレ会場に入ったら、 

まずこちらへ！ 

「このイペントどう豪しんだらいいの 7」と言 

，員1削1●ら、 「島根に暮魯したい」 l二い，しコ

かり相議まで、定住財団のスタッJが親切・丁

寧を心掛けてお話を伺います「 

島根県内の19市町村が，集結！ 

各市“」村山特徴、暑らL、 支星制度等、その地

域に登んでいるからこそお伝えできる情報をお

届けします，ブースをハシゴして， あなたに合

う市町村をぜひ見つけてください！ 

全国各地からLまねの地域へ留学！ 

しまね留学の紹介や入学の方法、モじてビんな

魅力的な学校があるのか情報収集でさます。都

市部の学接では絶対できむい耕葦~をしたい、小

中学生とその保議者が封象です！ 

移住にまつわる専門相談がズラり。 

転職～就話といった職業紹介支援や、識業・“ 

業・丁一福祉・教員一起業等の専門編譲でLっ

かりサポートリ 

家計一結婚一地域づくり一移性の先輩等、気に

な 二どは直接ブースへ I 

図：イベント特設サイト内の案内（11/28開催分） 

出所：＜らしまねっと・イベント特設サイト https://shimane-web.jpノ  
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